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当
神
社
は
、
茅
淳
の
海

（大
阪
湾
）
を
遥
か
に
見
下
ろ
す
景
勝
の
地
に
在
る
。
そ
の
創
建
の

年
代
は
古
文
書
の
散
供
せ
る
た
め
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
聖
徳
太
子
が
四
天
王
寺
を
建
て
ら
れ

た
頃
で
あ
ろ
う
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

御
祭
神
少
彦
名
神
は
、
記
紀
神
代
の
巻
に
よ
る
と
、
大
国
主
神
と
相
並
び
、
共
に
力
を
合
わま

じ

せ
て
、
国
土
経
営
に
あ
た
り
給
い
、
又
種
々
の
病
を
治
療
す
る
方
法
を
創
り
定
め
、
そ
の
上
禁

騰
の
法
を
以
て
諸
々
の
汚
械
ヵ
居
を
祓

い
除
か
れ‥
る
な
ど
、
国
中
に
深
い
恩
恵
を
ほ
ど
こ
さ
れ

た
御
神
威
あ
ら
た
か
な
神
で
あ
る
。

又
、
菅
原
道
具
公
は
、
学
問
の
神
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
人
の
世
の
災
難
歎
苦
に
深
い
御
慈

悲
を
垂
れ
給
う
御
神
徳
の
高

い
神
と
し
て
、
天
満
天
神
と
も
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

け
だ
し
公
は
、
逆
境
に
沈
ん
で
不
平
な
く
、
流
請
に
泣
い
て
怨
恨
な
く
、
そ
の
忠
誠
心
に
は

一
点
の
汚
れ
も
な
く
、
清
明
透
徹
至
純
そ
の
も
の
で
、
人
心
を
超
え
て
正
に
神
の
境
地
に
あ
ら

せ
ら
れ
た
。

や
す

い

こ
の
道
具
公
が
、
筑
紫
に
左
遷
さ
れ
給
う
道
す
が
ら
当
境
内
に
し
ば
し
安
居
さ
れ
た

（憩
わ

れ
た
）
と
い
う
旧
址
の
縁
を
以
て
、
公
の
売
後
四
十
年
を
経
て
天
慶
五
年

（西
暦
九
四
二
年
）

こ
こ
に
そ
の
神
霊
を
合
祀
さ
れ
給
う
た
こ
と
は
い
み
じ
く
も
長
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。

当
神
社
の
御
神
徳
を
蒙

っ
た
多
く
の
人
々
の
中
で
も
大
丸
の
業
祖
、
下
村
彦
右
衛
門
正
啓
居

士
は
享
保
十

一
年

（西
暦

一
七
二
六
年
）
、
こ
の
難
波
の
地
に
於
て
開
店
す
る
に
際
し
社
殿
を

修
築
し
、
又
境
内
地
拡
張
の
た
め
敷
地
を
寄
進
す
る
な
ど
、
奉
賽
の
誠
心
を
さ
さ
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

爾
来
歴
代
大
丸
店
主
の
当
神
社
に
対
す
る
信
仰
は
極
め
て
篤
く
、
世
に
大
丸
天
神
と
称
せ
ら

れ
る
所
以
で
あ
る
。

境
内
に
、
古
よ
り
安
井
、
或
は
か
ん
し
ず
め
の
井
、
と
称
す
る
清
冽
な
る
水
の
湧
出
す
る
井

戸
あ
り
、
霊
水
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
四
囲
の
状
況
に
禍
さ
れ
、
枯
渇
の
状

態
に
あ
る
。

又
、
大
阪
夏
の
陣
に
お
け
る
員
田
幸
村
戦
死
の
地
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
石
碑
が
建

っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
、
太
平
洋
戦
争
の
災
禍
を
う
け

一
切
の
建
物
は
鳥
有
に
帰
し
た
が
、
大
丸
を
始
め

同
社
の
取
引
業
者
の
親
睦
組
織
で
あ
る
大
丸
会
の
奉
賛
寄
進
に
よ
り
、
同
二
十
六
年
春
に
社
殿

並
に
社
務
所
が
立
派
に
復
興
さ
れ
、
現
在
種
々
の
祭
典
が
盛
大
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
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